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病期別の比率と生存率
乳癌の病期

病期病期 症例数症例数 比率（％）比率（％）

ⅠⅠ期期 484484例例 2828

ⅡⅡ期期 814814例例 4848

ⅢⅢAA期期 107107例例 66

ⅢⅢBB期期 7272例例 44

ⅣⅣ期期 4848例例 33

合計合計 17041704例例 ※※ 100100

がんの統計(国立がんセンター中央病院, 1993-1998年) 

※ 病期不明を含む がんの統計’03
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症例数 死亡数
再発
生存率

平均生存
日数＋SE

50％
生存日数

軟部組織 557 467 110 1176±48日 758日

骨 373 310 63 1107±58日 687日

肺・肋膜 384 330 54 1067±58日 588日

肝 193 174 19 678±67日 316日

脳 53 48 5 777±144日 445日

（三浦より引用）

初再発部位による再発後生存率
（生存率±標準誤差％ ）
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Long-term follow-up of patients with complete remission 
following combination chemotherapy for metastatic 
breast cancer. 

Greenberg PA; Hortobagyi GN; Smith TL; Ziegler LD; 
Frye DK; Buzdar AU 
J Clin Oncol 1996 Aug;14(8):2197-205. 

1,581 patients with metastatic breast cancer 

with doxorubicin-alkylating agent-containing 
combination chemotherapy programspy p g

263 (16.6%) achieved complete responses (CR) 

49 (3.1%) remained in CR for more than 5 years 
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しかも、本例はPR !
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Ⅲ 本例の治療目的は延命・症状緩和であるⅢ. 本例の治療目的は延命・症状緩和である

治療開始時にちゃんと説明したはず!
(あなたの場合、手術は標準治療でないと)

根幹がぶれてはいけない
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今がいちばん、いい時期かもしれません。
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このまま全身治療を継続します

Ⅰ.発症時stageⅣ乳癌の予後は不良である

Ⅱ.stageⅣからCRになった患者のうちでも
長期生存が得られるのはわずかである

Ⅲ. 治療の目的は延命・症状緩和である

Ⅳ 感染など手術のリスクは無視できないⅣ. 感染など手術のリスクは無視できない。
乳房切除によりQOLの低下を招く

Ⅴ. 手術によって,全身治療が中断されてはいけない

患者さこの患者さんへの、

われわれの思い。
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